
   同行援護従事者養成研修（応用課程） 

 

 

 

 

科  目 名 時間数 目的 内容 講師 

Ⅰ講義  ２    

１ 障害・疾病の理解

② 

  １ 

 

 

 業務において直面する障害・疾病を医学的、

実践的視点でより深く理解する 

・「見える」ということ 

・「見えること」と「行動」 

・弱視の見え方・見えにくさ 

・盲重複障害について 

 

利用者の障害・疾病等に関する知識を有している者 

例  医師 

   在宅福祉サービスに関わる保健師・看護師 

   視覚障害者移動支援従事者資質向上研修修了者 

２ 障害者（児）の心

理  ② 

  

  １ 

 

 

 視覚障害者（児）の心理に対する理解を深め

、適切な対応ができるよう習得する 

 

・障害の受容 

・家族の心理 

・視覚障害者の人間関係 

利用者の障害等に関する知識を持つとともに、介護経験を生かした指導が可能な者 

例  在宅福祉サービスに関わる保健師・看護師 

  介護福祉士 

  臨床心理士 

  視覚障害者移動支援従事者資質向上研修修了者 

 

Ⅱ 演習 １０    

３ 場面別基本技能   ３  日常的な外出先での技術を習得する ・窓口やカウンター 

・買い物 

・雨の日、雪の日 

・金銭、カード 

・電車の乗降の留意点 

・バスの乗降の留意点 

・船、飛行機の乗降の留意点 

※当事者の参加に努めること 

介護技術に精通し、経験を生かした指導が可能な者 

例  視覚障害者の支援に携わる者（保健師、看護師、介護福祉士、ホームヘルパー等） 

  視覚障害者移動支援従事者資質向上研修修了者 

 

４ 場面別応用技能  ３

  

 目的に応じた外出先での技術を習得する ・病院、薬局 

・式典、会議、研修など 

・冠婚葬祭 

・盲導犬ユーザーへの対応 

※当事者の参加に努めること 

介護技術に精通し、経験を生かした指導が可能な者 

例  視覚障害者の支援に携わる者（保健師、看護師、介護福祉士、ホームヘルパー等） 

  視覚障害者移動支援従事者資質向上研修修了者 

 

５ 交通機関の利用   ４

  

 

 

 交通機関での移動支援技術を習得する ・電車、路線バス利用時における移動支援の 

実際 

※当事者の参加に努めること 

介護技術に精通し、経験を生かした指導が可能な者 

例  視覚障害者の支援に携わる者（保健師、看護師、介護福祉士、ホームヘルパー等） 

  視覚障害者移動支援従事者資質向上研修修了者 

 

 合 計 １２    


